
 今年度から地域と小学校が合同での名田島田園運動会が４月26
日（土）に名田島小学校芝生のグラウンドにおいて開催されました。
児童全員の演技する姿を地区内の幅広い年代層の方々に観ていた
だき、地域の部では児童参加種目が増え「三世代交流」の場とな
り、大変楽しい一日となりました。
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　４月17日（木）、名田島地域交流センター２階の会議室において「令和７年度名田島自治会連合会総会」
が開催されました。最初に総会構成員41名中本人出席33名、委任状８名で総会が成立することが報告され
ました。佐分利会長の開会あいさつに続いて、議長に浅原山口市椹野川東土地改良区理事長が議長に選出
され、その後議事に入り、上程された４議案全てが原案どおり承認され、閉会しました。
　令和７年度は、地区の皆さんのご協力のもと令和６年度以上の事業を実施したいと思います。

令和 7年度 名田島自治会連合会総会開催令和 7年度 名田島自治会連合会総会開催
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自治会連合会長　　佐分利　隆自治会連合会長　　佐分利　隆
令和７年度が始まって、早いもので４ヶ

月が経ちました。新型コロナウイルス感染
症流行防止のための社会活動に対する諸
規制がなくなってから２年経っています。
 令和６年度総会で決定した「第４次名
田島地区協働のまちづくり計画」（以下
「４次計画」という）の本格的実施に向
けて、年度当初から各種事業や行事が本
格的に実施されています。ただ、名田島
地区の高齢化と人口減少が続いているた
め、コロナ以前の規模やスタイルで行事
や事業を行うことが、年々困難になって
きていることを痛感しています。
「４次計画」では、高齢化と人口減少によ
る各集落や地域全体のコミュニティ力の減
退を食い止めることを主な狙いとして、活
動内容や活動の例示項目数を出来るだけ絞
り込みましたが、それでもすべてを実現し
ていけるかは、予断を許さない現状です。
これまでは、可能な限り名田島地区住民
の力を中心にして、「４次計画」を実現
してゆくことを考えていましたが、今後
は今まで以上に外部の力や、山口市の諸
施策を活用して、地域課題を解決するこ
とが必要になって来ると考えています。
幸い昨年度に、過疎化と少子高齢化が

進む市内９地区での地域コミュニティの維
持存続と強化を目指した、「山口市農山村
エリア居住促進計画（令和７～９年度）」
が策定され、本年度から、計画実現に向
けた諸施策の実施が始まっています。
　この計画をうまく活用できれば、長年懸
案となっておりました、名田島地区におけ
る農地の宅地転用と、それによる定住人口
の呼び込みの筋道が見えて来そうです。
 山口市がこのように、農山村エリア地
域コミュニティの存続に本腰を入れてき
たこの機をとらえ、市が実施するその他
の施策ともうまくタイアップして、令和
10年までの４年間に、この「４次計画」
を少しでも多く実現して、より良い名田
島を次の世代に伝えられるよう活動を進
めてゆきたいと考えています。
市の諸施策を活用しての「４次計画」実
現には、名田島地区が持っている地域力
を効果的に結集することが必要で、多くの
皆様のご理解とご協力が欠かせません。
　「４次計画」に記載されていない、名
田島地域の存続と発展に向けたアイデア
やご意見がありましたら、どんなことで
も結構ですからお知恵とお力をお貸しく
ださるようお願いいたします。

令和７年度の開始に当たって令和７年度の開始に当たって

　今年度から、地域担当の執務室が行政窓口
側へ移りました。担当名も統合して総合支援
担当となります。
　職員は、赤間光男（所長２年目）、田中規子
（２年目）、遠藤利徳（管財課から異動）、堤美
咲（２年目）、藤井明子（会計年度任用職員）の
５名です。
　地域の総合支援窓口として、いっそう皆様
と連携して、地域づくりに取り組みますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

名田島地域交流センター名田島地域交流センター

職 員 紹 介
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役　　職 氏　　名 備　　考

会 長 佐分利　　　隆 向山下防災委員

副 会 長
西　村　義　孝 西開作下自治会長

伊　藤　三枝子 名田島みどりの会長

会　　　　　　　　　　　計 木　村　　　敬 島上自治会長

総　　務　　部　　会　　長 河　村　孝　範 向山下自治会長

生　涯　学　習　部　会　長 山　下　治　夫 島下自治会長

健　康　福　祉　部　会　長 伊　藤　信　助 西開作上自治会長

生　活　環　境　部　会　長 秋　本　安　男 4号委員

防　　災　　部　　会　　長 佐分利　　　隆 向山下防災委員

監 事
中　川　芳　夫 名田島防犯対策協議会長

河　村　博　次 名田島消防後援会長

島 　 　 　 上 木　村　　　敬 新 　 開 　 作 　 東 田　中　宣　治

島 　 　 　 下 山　下　治　夫 新 　 開 　 作 　 西 林　　　一　郎

東 開 作 田　中　英　照 新 　 開 　 作 　 沖 亀　山　智　規

向 　 山 　 上 山　本　　　尚 昭 　 　 和 　 　 東 藤　井　茂　行

向 　 山 　 中 毛利山　正　行 昭 　 　 和 　 　 西 吉　松　裕　正

向 　 山 　 下 河　村　孝　範 西 　 開 　 作 　 上 伊　藤　信　助

西 　 開 　 作 　 下 西　村　義　孝

名田島自治会連合会役員紹介名田島自治会連合会役員紹介

自治会長紹介自治会長紹介
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芝生に泊まろう！「名田島春キャンプ」芝生に泊まろう！「名田島春キャンプ」
　前日の雨も上がった快晴の５月17日（土）～18日（日）に「名田島春キャンプ」が開催されました。みなさ
んに芝生をもっともっと好きになってもらうことと楽しい思い出づくりをしてもらいたいと今年も計画さ
れました。小１～小６の18名の参加があり、みんなでテント設営や夕食作りをしました。今回は名小グラ
ウンドにテントを設営し夜のテント体験を楽しみました。

健康チャレンジウォーキングin名田島
～なたじまフットパス  島・東開作・西開作コースを歩いてみよう～

健康チャレンジウォーキングin名田島
～なたじまフットパス  島・東開作・西開作コースを歩いてみよう～

　快晴の５月28日（水）に生き活きハーモニーと自治会連合会健康福祉部会の共催で健康チャレンジウォー
キングを実施しました。参加者13名・スタッフ４名で「島・東開作・西開作」を歩きました。先導者の軽

妙なガイドもあり、ゆっくり歩くことが出来、楽しい１日でした。
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しばもり隊の活動しばもり隊の活動

　しばもり隊は、名田島小学校の芝生グラウンドを現在57名の隊員が３班に分
かれて活動しています。作業内容は、芝生の刈り込みや除草作業です。

ボランティアクラブの活動ボランティアクラブの活動

　令和７年度１回目のボランティアクラブ草刈りを５月10日（土）に実施しました。現在32名の会員と潟
上中学校ＰＴＡ有志が協働し、椹野川沿いの一部と地蔵院下の南若川沿いの通学路を中心に年３回の活動
を予定しています。

しばもり隊・
ボランティアクラブの仲間を

募集中！！

名田島自治会連合会では、
一緒に活動をしていただける方を随時募集しています。

℡：083-973-7551（平日9：00～17：00）
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総務部会員の総務部会員の

ひとりごとひとりごと
　＜わが家の猫＞
　わが家の猫、すずは12歳。5月生まれで、スズランの花にちなんで名づけました。
甘えん坊で、階段でゴロゴロ遊ぶのが好きなようです。朝は目覚ましが鳴ると、
そっと起こしに来てくれます。 
　田園風景が広がる名田島で、穏やかな日々に寄り添ってくれる存在。 
これからも、だれもが安心して暮らせる、心安らぐ地域であってほしいと願っています。

 今年度も、８月17日（日）親子映画
観賞会を開催し、昨年話題となった
「ミニオン超変身」を上映いたします。
この夏の思い出に、お子さん・お孫さ
んと一緒に映画をお楽しみになりませ
んか。当日は、名田島の皆様、山口南
総合センターに是非ご来館ください。

これからも、だれもが安心して暮らせる、心安らぐ地域であってほしいと願っています。

Facebook 自治会連合会名田島

検索フェイスブック

「名田島」の情報を
発信しています。

団体活動の紹介団体活動の紹介
「私たちの活動」の今

名田島母子保健推進協議会　　理事　亀井ひろ子
母子保健推進協議会は、母子保健推進員(以下母推)で構成される組織です。
母推は、市の委託を受けて、妊産婦や乳幼児のいる家庭を訪問させていただいて、母子と保健師さんとの
パイプ役を担っています。又、保健センターで行われる乳幼児健診の介助等もしています。以上は、市の事
業ですが、その他親子(未就園児と保護者)の集いを開催しています。これは育児中のお母さん達の仲間づくり
や息抜きの場として、親子で楽しい時間を過ごしてもらうための活動です。
名田島地区では、親子体操、絵本の読み聞かせ、ミニ運動会（以前より、陶、鋳銭司地区と合同開催）、ク

リスマス会、食育講座を行っています。その時々で講師を招いたり、母推も奮闘しながら実施しています。
出生数については、やはり少子化もあり、昨年度は３人でした。希少で貴重な赤ちゃん
の誕生は、とても嬉しいことです。
今年度は、陶、鋳銭司との行事開
催を実施します。これからも母子の
健康と笑顔のお手伝いができるよう
に活動していけたらと思います。

編集後記

　　理事　亀井ひろ子

　わが家の猫、すずは12歳。5月生まれで、スズランの花にちなんで名づけました。

総務部会長

河村　孝範

山口南総合
センター

館長　芦谷
　徹

暦の上では1月～6月が「上半期」、7月～12月が「下半期」といわれ、
2025年は7月2日の正午が1年の折り返し地点でした。すでに1年の半分が
過ぎてしまいましたが、残りの半年がより充実した毎日となるよう時間を
大切に過ごしましょう。

★★
この印刷物は、グリーン基準に適合した印刷資材を
使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮製品です。
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